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○村上市まちづくり基本条例 

平成 27年 3月 20日 

条例第 4号 

山、川、海、美しい自然と文化のまち村上市は、私たち市民にとってかけがえのないふるさとです。 

この素晴らしいふるさとは、先人から受け継いだ財産であり、このまちをより良いものとして次の

世代へ引き継いでいくことが私たちの使命です。 

そのために、市民一人ひとりが知恵を出し合い、積極的に参画するまちづくりを進め、協力して幾

多の課題を乗り越えていくことが必要です。 

私たちは、村上市民憲章(平成 25 年 12 月 18 日制定)に掲げる「元気あふれるまち」を市の理想像

としてまちづくりを進めるため、ここに村上市まちづくり基本条例を制定します。 

(目的) 

第 1条 この条例は、村上市のまちづくりに関する基本的な事項を定め、市民が主体的に参画し、協

働して進めるまちづくりを継続的に実施することを目的とする。 

(用語の定義) 

第 2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによ

る。 

(1) 市民 市内に居住している者、市内に通学している者及び市内に勤務している者をいう。 

(2) 市 市長及び市の執行機関をいう。 

(3) 参画 まちづくりの様々な場面において、事業等の立案、計画及び実施に主体的に関わり、

その活動に参加することをいう。 

(4) 協働 お互いの立場を尊重し、それぞれの役割を担いながら、協力し合うことをいう。 

(5) コミュニティ 安心な暮らしと助け合いを目的とした組織で、町内や集落組織等をいう。 

(6) 地域まちづくり組織 複数の町内や集落を含める広範囲な地域において、コミュニティの支

援を含めた地域のまちづくりを進める組織であって、村上市地域まちづくり組織及び地域まちづ

くり交付金の交付に関する条例(平成 23年村上市条例第 2号)に定めるものをいう。 

(7) 団体等 コミュニティ、地域まちづくり組織及び公益の増進を目的として市民により構成さ

れた団体をいう。 

(まちづくりの基本原則) 

第 3条 村上市のまちづくりは、次の各号に掲げる基本原則により進めるものとする。 

(1) 市民が自主的にまちづくりに参画できること。 

(2) まちづくりに関する課題の解決には、各主体が協働して取り組むこと。 

(3) それぞれの意見や個性を認め合うとともに、自らの発言や行動に責任を持つこと。 

(市民の役割) 

第 4条 市民は、市民の幸せと暮らしやすい地域をつくるための担い手として、自ら進んでまちづく

りに参画するよう努めるものとする。 

(コミュニティの役割) 

第 5条 コミュニティは、市民にとって身近なまちづくりの場として、市民が安心して暮らせる地域

づくりに努めるものする。 

(地域まちづくり組織の役割) 

第 6条 地域まちづくり組織は、地域の元気づくりを進めるため、市民及びコミュニティと協力して、

地域の活性化と課題の解決に努めるものとする。 

(市の役割) 

第 7条 市は、市民と協働してまちづくりを推進するため、体制の整備に努めなければならない。 

2 市は、市民のまちづくりへの参画に有効な手法を調査及び導入することにより、市民参画の推進に

努めなければならない。 
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(まちづくり活動への支援) 

第 8条 市は、団体等の自主性を尊重するとともに、まちづくりに有効な活動に対し、必要かつ可能

な範囲内で支援を行うものとする。 

(意見の尊重) 

第 9条 市は、まちづくりを進める上で、まちづくり活動に協働して取り組む市民及び団体等の意見

を尊重するものとする。 

(情報の共有) 

第 10条 市は、市民の参画を推進するため、まちづくりに関する情報を積極的に発信し、市民及び団

体等との情報の共有や相互理解を図るものとする。 

2 市が情報を発信する場合は、法令等で定めるところにより、個人等の利益保護対策において必要な

措置を講じなければならない。 

(人材の育成) 

第 11条 市及び団体等は、市民がまちづくりに参画できる機会をつくるとともに、まちづくりの担い

手を育成することに努めるものとする。 

(交流の拡大) 

第 12条 市及び団体等は、まちづくりを効果的に進めるため、それぞれ交流の拡大に努めるものとす

る。 

(関係機関等との連携) 

第 13条 市及び団体等は、国、県、他の市町村及び関係機関等と連携し、まちづくりを進める上で共

通した課題の解決に向け、相互協力を図るものとする。 

附 則 

この条例は、平成 27年 4月 1日から施行する。 



- 3 - 

○村上市地域まちづくり組織及び地域まちづくり交付金の交付に関する条例 

平成 23年 3月 28日 

条例第 2号 

(目的) 

第 1条 この条例は、一定の地域内において包括的なまちづくりを行う組織の設置及び事業の実

施並びに村上市地域まちづくり交付金(以下「交付金」という。)に関する事項を定め、誇りと

活気あふれる地域づくりを展開し、元気あふれる定住の里づくりと市民協働のまちづくりを推

進することを目的とする。 

(定義) 

第 2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(1) 地域 町内や集落がまとまった一定の区域をいう。 

(2) 地域まちづくり組織 町内や集落における活動の支援を含めた包括的な地域のまちづく

りを行う組織をいう。 

(3) コミュニティビジネス 地域が有する人材、施設、資金等を活用し、起業、雇用及び生き

がいの創出を推進し、地域の活性化に寄与する事業をいう。 

(地域まちづくり組織の設置区域) 

第 3条 地域まちづくり組織(以下「地域組織」という。)は、地域単位で設置するものとし、そ

の設置区域は、別に規則で定める。 

(地域組織の要件) 

第 4条 地域組織は、次の各号に掲げる要件のいずれにも該当する団体とする。 

(1) 名称、事務所の所在地、代表者の選出方法、総会の方法、監査その他地域組織を民主的に

運営するために必要な事項が、規約に定められていること。 

(2) 地域組織の代表者及び役員が、その構成員の意思に基づいて選出されていること。 

(3) その地域に居住する人及びその地域で事業を実施する個人若しくは法人又は地域で活動

する各種団体で地域組織が認めたものを構成員としていること。 

(事業) 

第 5条 地域組織は、地域におけるまちづくりの基本方針、地域の将来像、事業等をまとめた計

画(以下「地域まちづくり計画」という。)を策定し、この計画に基づき次に掲げる事業の中か

ら選定して、まちづくりを推進するものとする。 

(1) 地域の課題解決、地域振興及び住民交流に関すること。 

(2) 健康及び福祉の増進に関すること。 

(3) 安全及び安心に関すること。 

(4) 環境の保全及び改善に関すること。 

(5) 地域資源の有効活用に関すること。 

(6) 地域の産業振興に関すること。 

(7) コミュニティビジネス等地域経営に関すること。 

(8) 前各号に掲げるもののほか、まちづくりに関し、特に必要があると地域組織が認めること。 

(活動の制限) 

第 6条 地域組織は、次に掲げる活動をしてはならない。 

(1) 宗教の教義を広め、儀式行事を行い、又は信者を教化育成する活動 

(2) 政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対する活動 

(3) 特定の公職(公職選挙法(昭和 25年法律第 100号)第 3条に規定する公職をいう。)の候補

者(候補予定者を含む。)若しくは公職にある者又は政党を推薦し、支持し、又はこれらに反

対する活動 

(4) 前 3号に掲げる活動のほか、地域組織の活動として市長が不適当であると認める活動 
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(協力及び助言) 

第 7条 市長は、地域組織の円滑な運営を促進するため、地域組織の活動により生じた事故又は

住民間の紛争の解決等について協力し、助言することができる。 

(連携組織) 

第 8条 各地域組織は、地域組織相互の連携を図るため、地域組織の代表者等で構成する地域組

織の連携組織を設置することができる。 

(設置等の届出) 

第 9条 地域組織を設置したときは、規則に定めるところにより市長に届け出るものとする。そ

の届け出た事項に変更があったときも、同様とする。 

(交付金の交付) 

第 10条 市長は、地域組織の運営支援及び地域まちづくり計画に基づき実施する地域組織の活動

支援として、交付金を交付するものとする。 

(交付金の額) 

第 11条 交付金の額は、予算の範囲内で市長が定めた額とする。 

(交付申請) 

第 12条 交付金の交付を受けようとする地域組織は、市長に交付金の交付の申請を行わなければ

ならない。 

(交付決定) 

第 13条 市長は、前条の交付の申請があったときは、速やかにその内容を審査し、適当と認めら

れるときは、交付の決定をしなければならない。 

2 市長は、前項の規定による審査により不適当と認められる場合は、是正指導を行い、修正等を

行った結果適当と認められるときは、交付の決定を行うものとする。 

(交付請求及び交付) 

第 14条 交付金の交付の請求は、前条の交付の決定の通知を受けた後に行うものとする。 

2 市長は、前項の請求があったときは、速やかに交付金の交付手続を行わなければならない。 

(交付金の取扱い) 

第 15条 地域組織は、交付金の活用において、当該構成員の総意を反映し、民主的で公正な取扱

いをしなければならない。 

(実績報告) 

第 16条 地域組織は、毎年 5月末日までに前年度の実績を市長に報告しなければならない。 

(情報公開) 

第 17条 地域組織は、前条の規定による実績報告及び活動に関する全ての書類を事務所に備え付

けるものとし、積極的にその情報の公開に努めるものとする。 

(委任) 

第 18条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

この条例は、平成 23年 4月 1日から施行する。ただし、第 10条から第 16条までの規定は、平

成 24年 4月 1日から施行する。 
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○村上市地域まちづくり組織及び地域まちづくり交付金の交付に関する条例施行規則 

平成 23年３月 31日 

規則第 51号 

改正 平成 24年３月 30日規則第 15号 

平成 26年２月３日規則第３号 

平成 28年２月 23日規則第３号 

令和３年 12月 15日規則第 22号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、村上市地域まちづくり組織及び地域まちづくり交付金の交付に関する条例

（平成 23 年村上市条例第２号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

（定義） 

第２条 この規則において使用する用語は、条例において使用する用語の例による。 

２ この規則において「行政区」とは、村上市区嘱託員規則（平成 22 年村上市規則第 13 号）第

２条に規定する行政区をいう。 

（地域組織の設置区域） 

第３条 条例第３条に規定する設置区域は、別表第１のとおりとする。 

（設置等の届出） 

第４条 条例第９条の規定による届出は、地域まちづくり組織設置届出書（様式第１号）により

行うものとする。 

２ 前項の届出の内容に変更が生じたときは、地域まちづくり組織変更届出書（様式第２号）を

市長に提出するものとする。 

（交付金の額） 

第５条 市長は、条例第 11条に規定する交付金の額を、村上市議会定例会における当初予算の議

決後速やかに各地域組織に通知するものとし、各地域組織の交付金の額は別表第２に定める配

分方法により算定した額とする。 

２ 前項の規定による通知は、地域まちづくり交付金通知書（様式第３号）により行うものとす

る。 

（交付申請） 

第６条 条例第 12 条の交付金の交付の申請は、地域まちづくり交付金交付申請書（様式第４号）

により行うものとする。 

（交付決定及び通知） 

第７条 条例第 13条第１項の交付の決定は、地域まちづくり交付金交付決定通知書（様式第５号）

により通知するものとする。 

２ 条例第 13条第２項の是正指導は、口頭又は文書で行うものとする。 

（交付金の交付方法） 

第８条 交付金の交付方法は、四半期ごとに交付金を分割して交付するものとする。なお、交付

する額に 1,000 円未満の端数が生じる場合は、最初に交付する四半期分に含めて交付するもの

とする。 

２ 市長は、地域組織の事業実施上やむを得ないと認めた場合は、前項の規定にかかわらず交付

金の一部又は全部を一括して交付することができる。 

（交付申請内容の変更） 

第９条 第７条の規定により交付決定を受けた者で、天変地異等不測の事態が生じたことにより

申請内容の変更をしようとするときは、地域まちづくり交付金変更交付申請書（様式第６号）

に必要な書類を添付して市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定により変更交付申請書が提出されたときは、その内容を審査し、交付を

決定したときは、地域まちづくり交付金変更交付決定通知書（様式第７号）により通知するも

のとする。 

（交付請求） 

第 10 条 条例第 14 条第１項の交付金の交付の請求は、地域まちづくり交付金交付請求書（様式

第８号）により市長に請求するものとする。 

（会計処理） 

第 11条 地域組織の会計は、単年度会計処理とし、会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３
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月 31日に終わるものとする。 

（積立て） 

第 12条 地域組織は、将来において実施する事業の財源を計画的に確保するため、交付金を積み

立てることができる。 

（繰越処理） 

第 13条 地域組織は、各会計年度において決算上剰余金を生じたときは、これを翌年度に繰り越

すことができる。 

（実績報告） 

第 14条 条例第 16条の規定による実績報告は、地域まちづくり交付金実績報告書（様式第９号）

により行うものとする。 

（関係書類の整理等） 

第 15条 地域組織は、交付金に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、当該収入及び支出

についての証拠書類を整理するとともに、これらの帳簿及び書類については、交付を受けた会

計年度終了後 10年間保管しなければならない。 

（助成制度の活用） 

第 16条 地域組織は、市民協働のまちづくりを積極的に推進するため、交付金の活用のほか、そ

の他の各種助成制度を積極的に活用し、事業の拡大を図るものとする。 

（補則） 

第 17条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、平成 23 年４月１日から施行する。ただし、第５条から第 13 条までの規定は、平

成 24年４月１日から施行する。 

附 則（平成 24年３月 30日規則第 15号） 

この規則は、平成 24年４月１日から施行する。 

附 則（平成 26年２月３日規則第３号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成 28年２月 23日規則第３号） 

この規則は、平成 28年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年 12月 15日規則第 22号） 

この規則は、公布の日から施行する。 
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別表第 1(第 3条関係) 

地域まちづくり組織 行政区 

村上地域まちづくり協議会 羽黒町、長井町、上町、大町、小町、庄内町、久保多町、片

町、上片町、加賀町、泉町、塩町、寺町、大工町、細工町、

安良町、小国町、鍛冶町、肴町、大欠、幸町、田端町、若葉

町、希望ケ丘住宅、中川原団地、南町一丁目、南町二丁目、

山居町一丁目、山居町二丁目、飯野西、飯野一丁目、飯野二

丁目、飯野三丁目、飯野桜ケ丘、羽黒口、二之町、三之町、

新町、堀片、杉原、石原 

岩船まちづくり協議会 岩船上大町、岩船上町、岩船横新町、岩船中新町、岩船縦新

町、岩船新田町、岩船上浜町、岩船下浜町、岩船岸見寺町、

岩船地蔵町、岩船下大町、岩船三日市、岩船北浜町、瀬波温

泉三丁目、八日市、上の山 

活気あふれる街瀬波まちづくり推

進協議会 

瀬波上町、瀬波中町、瀬波浜町、瀬波横町、瀬波新田町、松

波町、学校町、瀬波温泉一丁目、瀬波温泉二丁目、浜新田、

松山、三面、松山かみの、下渡、羽下ケ渕、大平、滝の前、

松原町一丁目、松原町二丁目、松原町三丁目、松原町四丁目、

松原町住宅、緑町一丁目、緑町二丁目、緑町三丁目、緑町四

丁目、緑町五丁目 

山辺里地区まちづくり協議会 山辺里、四日市、天神岡、西興屋、仲間町、坪根、下相川、

上相川、日下、小谷、下山田、上山田、門前、赤沢、菅沼、

鋳物師、袋、大関、大栗田、高平 

上海府地区町づくり推進委員会 岩ヶ崎、大月、野潟、間島、柏尾、吉浦、早川、馬下 

あらかわ地区まちづくり協議会 貝附、花立、荒島、春木山、上鍜冶屋、下鍜冶屋、梨木、切

田、十文字、野口、坂町住宅、坂町、坂町駅前、藤沢、山口、

羽ヶ榎、田島、佐々木、荒川松山、金屋、鳥屋、大津、中倉、

名割、中野、長政、両新、荒屋、海老江、前坪団地、堤下団

地 

神納地域まちづくり協議会 岩野沢、山田、飯岡、桃川、河内、南大平、指合、殿岡、小

出、有明 

神納東地域まちづくり協議会 里本庄、山屋、上助渕、下助渕、志田平、七湊 

平林地域まちづくり協議会 松沢、小岩内、川部、湯ノ沢、葛籠山、平林、宿田 

砂山地域まちづくり協議会 牛屋、福田、北新保、長松、赤松、塩谷 

西神納地域まちづくり協議会 南田中、牧目、九日市、松喜和、今宿、大塚、潟端、高御堂、

小口川、新飯田、岩船駅前 

舘腰地域まちづくり協議会 大場沢、古渡路、小川、十川、下新保、笹平、瑞雲、釜杭、

小揚、熊登、あけぼの 

三面地域まちづくり協議会 岩崩、茎太、千縄、新屋、中新保、堀野、石住、上中島、布

部、猿田 

たかねまちづくり協議会 高根、北大平、関口、黒田、中原、朝日中野、薦川、岩沢 

猿沢地域まちづくり協議会 寺尾、宮ノ下、下中島、鵜渡路、上野、川端、猿沢、桧原、

板屋越 

塩野町地域まちづくり協議会 塩野町、松岡、早稲田、原小須戸、本小須戸、荒沢、大須戸、

蒲萄 

山北地区まちづくり協議会 府屋学校町、府屋本町、府屋浜町、府屋駅前通、岩崎、中浜、

伊呉野、堀ノ内、温出、大谷沢、塔下、杉平、遅郷、岩石、

荒川口、朴平、小俣、大代、雷、中継、山熊田、大沢、大毎、

北中、北黒川、荒川、中津原、鵜泊、寝屋、碁石、勝木、間

瀬、下大蔵、立島、長坂・遠矢崎、板屋沢・垣之内、北赤谷、

下大鳥、北田中、上大鳥、浜新保、桑川、笹川、板貝、今川、

脇川、寒川、芦谷、越沢 
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別表第 2(第 5条関係) 

交付金の内訳 交付金内訳の額 地域組織への交付金配分額 

人口割額 市長が定めた交付金の額

の 65 パーセントに相当す

る額 

人口割額を、前年度の 1月 1日現在の住民基本台

帳法(昭和 42年法律第 81号)の規定に基づく市の

人口で除して得た額に、当該地域組織内の人口を

乗じて得た額(その額に 1,000 円未満の端数があ

るときは、その端数は、切り捨てる。) 

行政区割額 市長が定めた交付金の額

の 28 パーセントに相当す

る額 

行政区割額を、前年度の 1月 1日現在の行政区の

数で除して得た額に、当該地域組織の行政区の数

を乗じて得た額(その額に 1,000 円未満の端数が

あるときは、その端数は、切り捨てる。) 

加算額 市長が定めた交付金の額

の7パーセントに相当する

額 

加算額を、辺地に係る公共的施設の総合整備のた

めの財政上の特別措置等に関する法律(昭和 37

年法律第 88 号)、同法施行令(昭和 37 年政令第

301 号)及び同法施行規則(昭和 37 年自治省令第

14 号)の規定に基づく辺地(人口要件は適用しな

い。)の辺地度点数(行政区ごとに算出する。)の

市の合計で除して得た額に、当該地域組織の辺地

度点数の合計を乗じて得た額(その額に 1,000 円

未満の端数があるときは、その端数は、切り捨て

る。) 

 

備考 

平成 24年度以降の年度途中に地域組織を設置し、当該年度に交付金の交付を受ける場合の交付

金の額は、日割計算により算定するものとし、上記により算出して得た額を、交付金を交付する

年度の日数で除して得た額に、地域組織を設置した日の翌日から年度末までの日数を乗じて得た

額とする。ただし、その額に 1,000円未満の端数があるときは、その端数は、切り捨てる。 



- 9 - 

神納東地域まちづくり協議会規約 

                              平成 24年３月 14日制定 

 （名称） 

第１条 本会は、神納東地域まちづくり協議会と称する。 

 （事務所） 

第２条 本会の主たる事務所は、村上市神林支所地域振興課自治振興室（村上市岩船駅前 56番地）

に置く。 

 （目的） 

第３条 本会は、地域に暮らす住民自らが、地域の特性を話し合い、創意と工夫を活かし、協力

して活動することにより、活気と魅力あふれる住みよいまちづくりを実践し、将来にわたって

推進していくことを目的とする。 

 （事業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

 ⑴ 地域の課題解決、地域振興及び住民交流に関すること。 

 ⑵ 健康及び福祉の増進に関すること。 

 ⑶ 安全及び安心に関すること。 

 ⑷ 環境の保全及び改善に関すること。 

 ⑸ 地域資源の有効活用に関すること。 

 ⑹ 地域の産業振興に関すること。 

 ⑺ コミュニティビジネス等地域経営に関すること。 

 ⑻ その他、まちづくりに関し、特に必要なこと。 

 （構成） 

第５条 本会は、神納東地域に居住する人及び神納東地域で事業を実施する個人若しくは法人又

は神納東地域で活動する各種団体をもって構成する。 

 （役員） 

第６条 本会に次の役員を置く。 

 ⑴ 会長      １名 

 ⑵ 副会長     １名 

 ⑶ 監事      ２名 

２ 会長及び副会長は、運営委員において互選し、総会の承認を得る。 

３ 監事は、運営委員を除く構成員の中から総会において選出する。 

４ 会長及び副会長の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

５ 監事の任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。 

６ 補欠により選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

７ 役員は、辞任又は任期終了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなくて

はならない。 

 （役員の職務） 

第７条 会長は、本会を代表し、会務を総括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故その他やむをえない事情により職務を遂行できないと

きは、その職務を代行する。 

３ 監事は、本会の事業及び会計の執行状況を監査し、総会に報告する。 

 （運営委員） 

第８条 運営委員は、神納東地域の居住者で、別表１の基準により各集落から選出する。 
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２ 運営委員は、運営委員会において、総会に付議する事項及び本会の運営に関することを審議

する。 

３ 運営委員は、総会に出席し、総会に付議した事項及び本会の運営について説明しなければな

らない。 

４ 運営委員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

５ 補欠により選出された運営委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

６ 運営委員は、代議員を兼務することができない。 

 （評議委員） 

第９条 評議委員は、神納東地域を構成する集落区長とする。ただし、集落区長が運営委員に選

出された場合は、その代理者とする。 

２ 評議委員は評議委員会において、本会の運営に係る評価、助言を行うものとする。 

３ 評議委員の任期は、集落区長の任期とする。 

 （代議員） 

第 10条 代議員は、次により選出する。 

 ⑴ 評議委員 

 ⑵ 神納東地域の居住者で、別表２の基準により集落の推薦を受けた者 

 ⑶ 本会の趣旨に賛同し、その活動に参画する者で、運営委員会の推薦を受けた者 

２ 代議員は総会において、運営委員会が提案する議題を審議し、議決する。 

３ 代議員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

４ 補欠により選出された代議員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （会議） 

第 11条 本会に次の会議を置く。 

 ⑴ 総会 

 ⑵ 運営委員会 

 ⑶ 評議委員会 

 （総会） 

第 12 条 総会は、代議員をもって構成する最高の議決機関であり、本規約に定める事項のほか、

本会の目的を達成するために必要な事項を審議決定する。 

２ 総会は、通常総会及び臨時総会とし、会長が招集する。 

３ 通常総会は、毎年度１回開催し、臨時総会は、会長が必要と認めたとき、又は、代議員の２

分の１以上の請求があった場合に開催するものとする。 

４ 総会の議長は、出席した代議員のうちから選出する。 

５ 総会は、委任状による代理出席を含めた代議員の２分の１以上の出席により成立するものと

する。 

６ 総会の議事は、第 19条に規定する場合を除き、出席した代議員の過半数で議決し、可否同数

のときは、議長の決するところによる。 

７ 総会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

 ⑴ 地域まちづくり計画の策定及び変更に関すること。 

 ⑵ 規約の制定及び改正に関すること。 

 ⑶ 会長及び副会長の承認に関すること。 

 ⑷ 監事の選出に関すること。 

 ⑸ 事業計画、事業報告、予算及び決算に関すること。 

 ⑹ その他、重要事項に関すること。 
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 （総会の議事録） 

第 13条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

 ⑴ 日時及び場所 

 ⑵ 代議員の現在数及び出席者数（委任状による代理出席者を含む） 

 ⑶ 開催目的、審議事項及び議決事項 

 ⑷ 議事の経過の概要及びその結果 

 ⑸ 議事録署名人の選任に関する事項 

２ 議事録は、議長及びその会議において選任された議事録署名人２人以上が署名押印し、事務

所に備え付けておかなければならない。 

 （運営委員会） 

第 14条 運営委員会は、運営委員をもって構成する。 

２ 運営委員会は、総会に付議する事項及び本会の運営に関する事項を審議、決定する。 

３ 運営委員会は、会長が招集する。 

４ 運営委員会の議長は、会長がこれにあたる。 

５ 運営委員会は、運営委員の２分の１以上の出席により成立するものとする。 

 （評議委員会） 

第 15条 評議委員会は、評議委員をもって構成する。 

２ 評議委員会は、本会の運営に係る評価、助言を行う。 

３ 評議委員会は、会長又は評議委員の求めに応じ、開催することができる。 

４ 評議委員会の議長は、出席した評議委員の中から選出する。 

 （事務局） 

第 16条 本会の円滑な運営及び事業実施に資するため、事務局を置く。 

２ 事務局に、事務局員を置く。 

３ 事務局員は、本会の事務及び会計事務を処理する。 

 （会計） 

第 17条 本会の運営等に係る経費は、地域まちづくり交付金及びその他収入をもって充てる。 

２ 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31日に終わる。 

３ 年度開始後に予算が総会において議決されていない場合、会長は、総会において予算が議決

される日までの間は、前年度の予算を基準にして収支することができる。 

 （監査） 

第 18条 会長は、事業年度終了後、事業報告書、収支決算書及び積立金台帳を作成して監事に提

出し、その監査を受けなければならない。 

２ 監事は、前項の書類を受領したときは、これを監査し、監査報告書を作成して会長に報告す

るとともに、会長はその監査報告書を総会に提出しなければならない。 

 （規約の改正） 

第 19条 この規約は、総会において出席した代議員の３分の２以上の議決を得なければ改正する

ことができない。 

 （書類及び帳簿の備付け） 

第 20条 本会の主たる事務所には、本会の事業実施に係る書類、収入及び支出に関する証拠書類

並びに帳簿等活動に関する全ての書類を備え付け、公開するものとする。 

 （個人情報保護の取扱い） 

第 21条 本会が各種取り組みを推進するため必要とする個人情報の取得、利用、提供及び管理に

ついては、適正に運用するものとする。 



- 12 - 

 （その他） 

第 22条 この規約に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、会長が運営委員会に諮

り、別に定める。 

   附 則 

 この規約は、平成 24年３月 14日から施行する。 

 

 

別表１ 運営委員の選出基準（第８条第１項関係） 

集落名 選出基準 定数 

里本庄 

集落の推薦 

又は 

集落区長の推薦 

２名 

山 屋 ２名 

上助渕 ２名 

下助渕 ２名 

志田平 ２名 

七 湊 ２名 

 

別表２ 集落の推薦による代議員の選出基準（第 10条第１項第２号関係） 

集落名 選出基準 定数 

里本庄 

集落の推薦 

又は 

集落区長の推薦 

４名 

山 屋 ４名 

上助渕 ４名 

下助渕 ４名 

志田平 ４名 

七 湊 ４名 

 ※但し、推薦にあたっては、年齢、性別などに配慮するものとする。 
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神納東地域まちづくり協議会 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総  会 （３０名） 

 

・代議員（評議委員、集落推薦により各集落

４名、その他） 

・通常総会は年１回 

・会長及び副会長の承認、監事の選出 

・規約、事業・予算の承認 

・まちづくり計画の承認 

運営委員会 （１２名） 

 

・集落推薦により各集落２名 

・開催は随時 

・会長及び副会長の選出 

・規約、予算案の作成 

・まちづくり計画の作成 

・事業の企画・運営 

 【役員】 

会 長 １名 

副会長 １名 

【事務局】 自治振興室職員 

【構成員】 

 

地域住民、各種団体、企業 

承認、評価 

提案、見直し 

参加、意見 

【役員】 

監事２名 

評議委員 

評価・助言 
集
落
区
長 



令和７年度　神納東地域まちづくり協議会 運営委員、代議員名簿

□運営委員 （敬称略） □代議員 （敬称略）

集　落 氏　　名 集　落 氏　　名 備　考

里本庄 鈴木　奈々 里本庄 中山　秀巳 評議委員

里本庄 中山　　治 里本庄 中山　忠勝

山　屋 木村　静夫 里本庄 磯部　恵子

山　屋 齋藤　芳和 里本庄 中山　厚史

上助渕 八藤後　博之 里本庄 土屋　勝彦

上助渕 八藤後　瑞枝 山　屋 島田　　薫 評議委員

下助渕 横山　優子 山　屋 斎藤　三七夫

下助渕 横山　光治 山　屋 木村　重子

志田平 木村　正義 山　屋 木村　和秀

志田平 内山　雅博 山　屋 齋藤　さおり

七　湊 平山　俊彰 上助渕 八藤後　光彦 評議委員

七　湊 吉村　和也 上助渕 八藤後　茂樹

上助渕 八藤後　健

上助渕 中村　佳織

上助渕 本保　美枝

下助渕 横山　房夫 評議委員

下助渕 山﨑　秀樹

下助渕 加藤　奈美

下助渕 稲葉　友理

下助渕 加藤　大貴

志田平 内山　秋善 評議委員

志田平 内山　久男

志田平 内山　マサ子

志田平 内山　一秋

志田平 内山　和歌子

七　湊 木村　雅人 評議委員

七　湊 佐藤　良浩

七　湊 寺澤　　毅

七　湊 平山　和憲

七　湊 寺澤　宗尊
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２０２４年（令和６年）６月１４日

神納東地域

第４１号

令和６年度通常総会開催 ～５年ぶりの開催、議案全て承認される～

通常総会議案
第１号議案 令和５年度事業報告及び収支決算の承認について

第２号議案 第５次神納東地域まちづくり計画(案)の承認について

第３号議案 令和６年度事業計画(案)及び収支予算(案)の承認について

第４号議案 会長及び副会長の承認について

第５号議案 監事の選出について ５つ議案全て原案のとおり承認

令和６年度
通常総会議案書

第５次神納東地域
まちづくり計画

承認された議案の内容やまちづくり計画
は下記ＱＲコードからご覧いただけます

令
和
６
年
度
の
役
員
・

運
営
委
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

[

役
員]

会

長

八
藤
後

瑞
枝
（
上
助
渕
）

副
会
長

木
村

静
夫

（
山

屋
）

監

事

原

和
也

（
上
助
渕
）

監

事

横
山

房
夫

（
下
助
渕
）

[

運
営
委
員]中

山

治

（
里
本
庄
）

新
任

鈴
木

奈
々

（
里
本
庄
）

齋
藤

芳
和

（
山

屋
）

鈴
木

禎
明

（
上
助
渕
）

横
山

優
子

（
下
助
渕
）

横
山

光
治

（
下
助
渕
）

木
村

正
義

（
志
田
平
）

内
山

雅
博

（
志
田
平
）

木
村

寛
俊

（
七

湊
）

新
任

吉
村

和
也

（
七

湊
）

中
山

豪
さ
ん
（
里
本
庄
）
と
天
井

久
美
子
さ
ん
（
七
湊
）
が
運
営
委
員
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
成
30

年
度
か
ら
６
年
間
当
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
へ
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま

し
て
も
集
落
行
事
、
ま
ち
協
事
業
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神納東地域まちづくり協議会
会長 八藤後 瑞枝

４月９日(火曜日)午後７時から七湊集落セ

ンターにて当協議会の通常総会を５年ぶりに

開催しました。通常総会に提案された議案は

下記の５つで、いずれも代議員の皆さまの審

議により原案のとおり承認されました。

今後のまちづくり事業は、人口減少・少子

高齢化が止まらないと想定されることを踏ま

えた、地域・集落の課題解決に力をいれてい

く必要があると考えています。数ある課題の

中からまちづくり協議会として解決に向けて

取り組める課題は何か。その課題に対して何

が出来るのかを集落、地域住民の皆さまと一

緒に考えてまいりたいと思います。
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Facebook

まちづくり協議会の活動を公開中！

ご意見・ご感想・お問い合わせ
■神林支所 地域振興課 自治振興室（担当：大滝）
■電話・告知端末：0254-66-6122
■自治振興室メール：k.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp
■協議会HPhttp://www.city.murakami.lg.jp/site/kannouhigashi/

神
林
中
学
校
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

５
月
に
し
て
は
と
て
も
暑
い

日
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は

道
中
で
応
援
し
て
く
れ
る
人

と
笑
顔
で
挨
拶
を
交
わ
し
て

集
落
に
元
気
を
連
れ
て
き
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

５
月
11
日(

土
曜
日)

神
林

中
学
校
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
自
分
た
ち
が

住
む
地
域
を
歩
く
こ
と
で
郷

土
を
知
り
、
自
然
に
触
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

神
林
地
域
内
で
コ
ー
ス
を
変

え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
国
道

号
線
か
ら
河

内
集
落
、
南
大
平
集
落
へ
抜

け
る
山
道
や
集
落
を
通
り
、

村
上
市
屋
内
遊
び
場(

旧
神

納
東
小
学
校)

で
休
憩
を
し

て
か
ら
中
学
校
へ
戻
る
総
距

離
17
・
57
㎞
を
全
校
生
徒

が
歩
き
ま
し
た
。

コ
ー
ス
が
山
道
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
熊
と
遭
遇
し
な
い

よ
う
に
熊
鈴
の
購
入
を
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
支
援

神
納
小
学
校
運
動
会

～
か
み
は
や
し
音
頭
～

つながり、支え合い、心やさしく暮らせる神納東 ～笑顔があふれる集落・地域をめざして～

５
月
25
日(

土
曜
日)

神
納
小
学
校
で

運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
神
納
小
学
校
区

の
３
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
神
納

小
学
校
と
の
連
携
事
業
と
し
て
、
児
童

と
地
域
住
民
の
交
流
を
図
り
、
か
み
は

や
し
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。
踊
り
に
は

児
童
、
保
護
者
、
か
み
は
や
し
音
頭
に

参
加
し
て
く
れ
た
住
民
の
方
を
含
め
て

約

人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
小
中
学
校

と
の
連
携
に
よ
る
生
徒
・
児
童
と
の
交

流
を
始
め
、
よ
り
よ
い
学
校
生
活
の
た

め
の
支
援
を
学
校
と
協
議
し
て
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

290

350

神納東まち協をぜひ、フォロー
お願いします

『かみはやし互近所ささえ～る隊』とは！！
少子高齢化・人口減少による地域・集落
の課題発見や生活での困りごと解決に向け
た支え合いの仕組みづくりの推進など神林地
域に住む皆さんと一緒に考え活動を行ってい
ます。

お問い合わせ：NPO法人希楽々
0254-66-8119

◎「かみはやし音頭」お手本の動画（DVD）
の貸出しが出来ます。
まちづくり協議会で作成した、踊り方のＤＶＤがご

ざいます。かみはやし音頭は昭和５６年に旧神林村時

代に制定され、神林地域の大切な財産として若い世代

に残すためにイベント等で使用していただきたいと思

います。借用したいという集落がございましたら、神

林支所自治振興室までご相談ください。
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２０２４年（令和６年）８月１５日

第42号

７
月
20
日
（
土
）
、
神
林
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
神
納
東
地
域
防
災
研
修
会
を

開
催
。
今
年
度
の
研
修
会
は
村
上
市
か
ら
配
布

さ
れ
た
防
災
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

説
明
に
始
ま
り
、
夏
に
起
こ
り
や
す
い
洪
水
、

土
砂
災
害
や
車
避
難
に
つ
い
て
の
講
話
、
県
か

ら
認
定
さ
れ
た
防
災
指
導
員
の
助
言
を
受
け
な

が
ら
災
害
時
に
自
分
が
取
る
行
動
を
考
え
る
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
忘
れ
な
い
た
め
に
定
期
的

に
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
、

「
集
落
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
た
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
防
災

へ
の
意
識
高
揚
に
効
果
の
あ
る
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。
研
修
会
に
ご
参
加
の
皆
さ
ま
に
は
よ

り
多
く
の
集
落
住
民
に
伝
わ
る
よ
う
集
会
の
際

な
ど
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲ハンドブックの説明を聞く

～
研
修
会
の
流
れ
～

⑴

防
災
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
説
明

▲①「防災情報」をタッチ

▲②「防災関連情報」
をタッチ

▲③「むらかみ防災情
報」をタッチ

▲④「ハザードマップ」の
欄から見たい項目をタッチ

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
洪

水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
が
起
き
た
際
の
情
報
収

集
だ
け
で
な
く
、
各
自
の
避

難
計
画
を
考
え
る
際
に
も
役

立
ち
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

⑵

洪
水
・
土
砂
災
害
講
話

み
ず
か
ら
避
難
で
命
を
守
ろ
う
！

～
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
教
室
～

①
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る

地
区
の
洪
水
リ
ス
ク
を
知
る
。

令
和
4
年
8
月
3
日

午
後
5
時
36
分
時
点
豪
雨
時
の

石
川
。
4
日
に
か
け
て
強
い
雨

が
続
い
て
い
た
ら
越
水
し
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
神
納
東

地
域
は
結
果
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
。
実
は
ギ

リ
ギ
リ
で
し
た
！

神
納
東
地
域
防
災
研
修
会

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
な
ど
も

載
っ
て
い
ま
す
。
状
況
に
よ
っ

て
は
そ
の
近
辺
は
通
れ
な
く

な
っ
て
い
る
な
ん
て
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
避
難

ル
ー
ト
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

災
害
が
起
き
た
と
き
の
指
定
避

難
所
・
避
難
場
所
は
？

・
神
林
中
学
校

・
神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
旧
神
納
東
小
学
校

他

市
立
小
中
学
校
の
校
舎
（
旧
校

舎
含
む
）
に
は
震
度
感
知
ボ
ッ
ク

ス
が
つ
い
て
い
て
震
度
5
弱
以
上

の
地
震
が
発
生
す
る
と
施
設
を
開

錠
で
き
る
鍵
の
入
っ
た
ボ
ッ
ク
ス

が
開
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
市

の
職
員
や
施
設
管
理
者
を
待
た
ず

し
て
建
物
に
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
避
難
所
に
逃

げ
る
こ
と
だ
け
が
避
難
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
災
害
情
報
や
周
囲
の
状

況
を
確
認
し
て
行
動
を
決
め
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
ボ
ッ
ク
ス
の
開
錠
は
震

度
感
知
の
た
め
施
設
の
周
辺
が
震

度
5
弱
以
上
を
感
知
し
て
い
な
い

と
開
錠
さ
れ
ま
せ
ん
。
村
上
市
内

は
震
度
3
程
度
だ
が
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
と
い
う
状
況
だ
と
自

動
開
錠
さ
れ
ず
、
施
設
の
開
錠
担

当
者
が
来
る
ま
で
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
起
こ

り
得
ま
す
の
で
、
市
か
ら
発
信

さ
れ
る
避
難
所
設
営
箇
所

の
連
絡
を
受
け
取
れ
る
よ

う
に
防
災
メ
ー
ル
な
ど
の

登
録
も
重
要
で
す
。

-17-



Facebook

まちづくり協議会の活動を公開中！

ご意見・ご感想・お問い合わせ
■神林支所 地域振興課 自治振興室（担当：大滝）
■電話・告知端末：0254-66-6122
■自治振興室メール：k.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp
■協議会HPhttp://www.city.murakami.lg.jp/site/kannouhigashi/

つながり、支え合い、心やさしく暮らせる神納東 ～笑顔があふれる集落・地域をめざして～

神納東まち協をぜひ、フォロー
お願いします

▲防災指導員の話を聞きなが
ら危険箇所や避難経路を確認

②
実
際
に
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
作
成
し
て
み
る(

洪
水)

家
族
や
町
内
の
こ
と
を
再
確
認
！

家
族
は

人
で
す

自
宅
の
建
物
は

で
す
（
木
造
２
階
建
な
ど
）

家
族
や
近
所
で
避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
は
い
ま
す
か
？

近
く
の
大
き
な
河
川
は

で
す

洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
よ
う
！

平常時の準備

あ
な
た
の
家
は
浸
水
区
域
に
入
っ
て
い
ま
す
か
？

は
い

浸
水
深

ｍ
で
す

い
い
え

避
難
で
き
る
準
備
を
し
よ
う
！

あ
な
た
の
家
は
ど
の
区
域
に
当
て
は
ま
り
ま
す
か
？

浸
水
区
域

家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域

土
砂
災
害
警
戒
区
域

避
難
の
必
要
が
な
い
区
域

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

非
常
食
・
水

貴
重
品

救
急
医
療
品

乳
児
・
妊
婦
用
品

感
染
症
対
策

防
災
用
品

衣
類
等

日
用
品

高
齢
者
用
品

そ
の
他

薬
・お
薬
手
帳
も
忘
れ
ず
に
！

洪
水
・
土
砂
災
害
は
事

前
に
準
備
、
情
報
を
得
る

こ
と
の
で
き
る
災
害
で
す
。

上
記
の
内
容
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
雨
が
強
く
な
っ
て

き
た
と
き
に
、
ど
う
行
動

す
る
の
か
、
い
つ
、
ど
こ
へ
、

ど
の
よ
う
な
手
段
で
避
難
す

る
の
か
も
事
前
に
決
め
て
家

族
と
共
有
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

で
想
定
し
た
と
お
り
に
進

行
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
河
川
情
報
、
気
象
情

報
、
避
難
情
報
な
ど
を
こ

ま
め
に
収
集
し
、
臨
機
応

変
に
防
災
行
動
の
実
行
を

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

詳しいマイ・タイムラ
インの作成は防災ハン
ドブックに載っていま
す。（市から全戸配布
済み、市HPから確認で
きます）

※

村
上
市
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

２
０
２
２
抜
粋

③
車
中
泊
避
難
に
つ
い
て

神納東ふれあい運動会開催のお知らせ
◆日時 10月14日（月・祝 ）午前9時開会

◆会場 神林総合体育館（パルパーク）

◆小さなお子さんでも参加できる幼児レースや全員参加の
神納東〇×クイズなど景品もご用意してお待ちしており
ますので、皆さまぜひご参加ください。

■
メ
リ
ッ
ト

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

・
ペ
ッ
ト
同
伴
が
可
能

・
貴
重
品
の
管
理
が
し
や
す
い

・
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
随
時
情
報
が

得
ら
れ
る

・
電
子
機
器
の
充
電
が
で
き
る

・
電
源
が
得
ら
れ
や
す
い

■
デ
メ
リ
ッ
ト

・
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
に
か

か
り
や
す
い

・
熱
中
症
の
危
険
が
あ
る

・
食
品
が
傷
み
や
す
い

・
安
否
確
認
が
や
り
に
く
く
な
る

・
非
常
食
な
ど
の
救
援
物
資
が
届
き

に
く
く
な
る

・
水
害
時
に
は
車
内
に
閉
じ
込
め
ら

れ
る
可
能
性
も
あ
る

★
注
意
し
た
い
こ
と

・
車
中
泊
避
難
も
含
め
、
避
難
方
法

を
普
段
か
ら
調
べ
て
お
く
こ
と

・
一
日
中
車
内
で
過
ご
さ
な
い
こ
と

・
事
前
に
車
中
泊
を
体
験
し
て
、
必

要
な
も
の
を
把
握
す
る
こ
と

・
ア
ウ
ト
ド
ア
の
愛
好
家
の
意
見
も

参
考
に

★
車
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
場
合

・
水
位
が
10
～
15ｾﾝﾁ

を
超
え
る
と

ブ
レ
ー
キ
性
能
が
著
し
く
低
下

す
る
た
め
危
険

・↑
よ
り
水
位
が
上
が
る
と
、
排
気

管
が
ふ
さ
が
る

・
車
の
座
面
よ
り
水
位
が
高
け
れ
ば

運
転
は
で
き
な
い

新
潟
県
Ｈ
Ｐ
の
資
料
も

参
考
に
な
り
ま
す
。→

こ
れ
だ
け
で
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
網
羅
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
読
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
左
記
を
参
考
に
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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４

２０２４年（令和６年）１２月１５日

つながり、支え合い、心やさしく暮らせる神納東
～笑顔があふれる集落・地域をめざして～

神納東地域

第４３号

神納東ふれあい運動会

十
月
十
四
日(
月
・
祝)

、
神
林
総
合
体

育
館(

パ
ル
パ
ー
ク)
で
第
十
回
と
な
る

「
神
納
東
ふ
れ
あ
い
運
動
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
初
と
な
る
パ
ル
パ
ー
ク

で
の
開
催
。
約
３
０
０
人
の
神
納
東
地
域

住
民
が
集
ま
り
、
集
落
を
越
え
た
交
流
と

地
域
愛
の
醸
成
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

競
技
は
集
落
対
抗
競
技
を
五
種
目
実
施
。

今
年
は
参
加
者
の
年
代
や
人
数
を
決
め
ず

に
選
手
選
考
を
し
や
す
く
し
た
競
技
も

あ
っ
た
た
め
、
集
落
で
は
作
戦
を
立
て
て

『
運
動
が
得
意
な
子
や
若
い
人
た
ち
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
高
得
点
目
指
そ
う
』

『
少
数
精
鋭
で
行
こ
う
！
』
な
ど
や
る
気

に
満
ち
た
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

集
落
対
抗
競
技
以
外
に
も
幼
児
レ
ー
ス

や
誰
で
も
参
加
で
き
る
パ
ン
食
い
競
争
、

神
納
東
〇×

ク
イ
ズ
と
い
っ
た
お
楽
し
み

種
目
を
行
い
、
運
動
会
の
最
後
に
は
参
加

者
全
員
で
「
か
み
は
や
し
音
頭
」
を
踊
り

ま
し
た
。

競
技
の
写
真

や
紹
介
は
裏

面
で
！

ご意見・ご感想・お問い合わせ
■神林支所 地域振興課 自治振興室内
神納東地域まちづくり協議会（事務局：大滝）

■電話：0254-66-6122
■自治振興室メール

k.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp
■協議会HP
http://www.city.murakami.lg.jp/site/kannouhigashi/

６
．
神
納
東
地
域

ク
イ
ズ

運
動
会
で
恒
例
に
な
っ
た

〇×
ク
イ
ズ
も
、
例
年
防
災

に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
出
題

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
新
た
に
神
納
東
地
域
に
つ

い
て
出
題
し
て
み
ま
し
た
。

大
勢
の
人
が
間
違
え
た
問
題

を
解
説
し
ま
す
。

〇or×

★スケジュール
閉会式 １２：００
１）成績発表
２）表彰
３）万歳三唱 里本庄区長
４）閉会あいさつ 神納東まち協副会長 挨拶

総合成績
１位 下助渕チーム

２位 山屋チーム

２位 上助渕チーム

Ｋ－１グランプリ
１位 里本庄区長

２位 上助渕区長

Ｑ
．
神
納
東
地
域
で
一
番

多
く
人
が
住
ん
で
い
る
の

は
上
助
渕
集
落
で
あ
る
。

正
解
は×

令
和
6
年
10
月
1
日
時
点

里
本
庄
集
落

山
屋
集
落

上
助
渕
集
落

下
助
渕
集
落

志
田
平
集
落

七
湊
集
落

321
人

48
人

384
人

293
人

202
人

119
人

Ｑ
．
神
納
東
ま
ち
協
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は

平
成
24
年
度
で
あ
る
。

正
解
は

〇

平
成
23
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
平

成
24
年
度
に
神
林
地
区
に
旧
小

学
校
区
の
５
地
域
で
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
．
第
１
回
ふ
れ
あ
い
運

動
会
の
優
勝
チ
ー
ム
は
志

田
平
チ
ー
ム
で
あ
る
。

正
解
は

〇

第
１
回
優
勝
は
志
田
平
チ
ー
ム
で

す
。
各
集
落
の
優
勝
回
数
は
上
助

渕
１
回
、
志
田
平
３
回
、
下
助
渕

は
今
年
も
含
め
る
と
６
回
と
な
っ

て
い
ま
す
。

〇×
神納東地域まちづくり協議会発行

まちづくり協議会への事業提案、運
動会の新競技案、他事業参加のご
意見・ご感想など右のQRコードま
たは下記のURLからアンケートに
ご協力をお願いいたします。

https://apply.e-tumo.jp/city-murakami-niigata-
u/offer/offerList_detail?tempSeq=16386

左記メールアドレスでもご意見・ご感想を受け付
けています。
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1．玉入れ
◀今年は新たに相手チーム
を妨害することのできるお邪
魔棒を用意してみました！
一番玉を入れたのは下助
渕チーム！

２．幼児レース ◀子どもたちがお菓
子をもらいに一生懸
命走って、会場を笑
顔にしてくれるレース
です。今年はお菓子
を多めに用意したの
で、小学生低学年
の子たちにも参加し
てもらいましたが、さ
すが小学生、走る勢
いが違いましたね。

★スケジュール
開会式 ９：００
１）開会あいさつ 神納東まち協会長 挨拶
２）来賓紹介 神林中学校長

神納小学校長
３）選手宣誓 神納小６年生２名
４）準備体操 神林中学校 生徒

３．借り人競争リレー
▶1チーム10人でタスキリレーを行い
一番早くゴールしたチームが高得
点！！今年は少し意地悪な借り人が
じゃんけんで勝たないとやり直しというお
題を入れてみました。じゃんけんに負け
てやり直しをしているチームもいましたが
最後まであきらめずに走り切りました。

４．パン食い競争 ◀▶今年も地元パン屋さ
んにご協力いただき実施で
きました。手を使わずに口
だけでぶら下がるあんパンを
取るのは難しく、大勢の人
が苦戦していました。そんな
中、来賓でご出席いただい
た、神納小学校の校長先
生は華麗にパンを取って駆
け抜けていきました。

５．大縄跳び
▶大縄を回す人と跳
ぶ人全員が息を合わ
せて臨みました。一番
多く跳んだのは山屋
チームでした。

７．ふうせん割り
▶この競技はイスや空
気入れを駆使していか
に風船を早く割れるか
を競う競技です。パー
ン！！とびっくり。一番
早く割ったのは下助渕
チームでした。

８．K-1グランプリ
◀Kは区長のK！今年の区
長No.1を決める戦いの幕
が切って落とされた！目隠
しした集落区長が剣を使っ
て的を叩きます。今年の
No.1区長は里本庄区長
でした。

９．かみはやし音頭

▲村上幸子さんが歌ったかみはやし
音頭。まちづくり協議会では郷土を
歌ったこの歌を大切にして多くの人が
知り、踊れるように運動会の締めくくり
に参加者全員で踊りました。
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神納東地域まちづくり協議会 

村上市神林支所地域振興課内 

〒959-3492 村上市岩船駅前 56番地 

電話     ：０２５４－６６－６１２２ 

ＦＡＸ    ：０２５４－６６－６１１０ 
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